
 
 

輸 送 動 向 に つ い て（平成２３年４月分） 

平成２３年５月 

１．輸送概況 

東日本大震災により不通となっていた東北線は 21 日に全線で復旧し、41 日ぶりに運転再開

となった。しかし、同様に不通となっている常磐線は、福島第一原子力発電所の事故に伴い復

旧の目処はたっていない。また、被災した臨海地区の一部貨物駅では取扱が不能となっている。

これらの影響により、月全体では高速貨 1,282 本、専貨 84 本が運休となった。 
荷動きについては、震災による輸送障害及び製造業各社の被災に伴う減産により大きく減送

となった。なお、西日本地区等から被災地へ向けた食料・飲料水等の輸送が活発に行われた。 
コンテナ貨物は、紙・パルプ、自動車部品などほとんどの品目が前年を下回り、全体では前

年比 81.7％となった。紙・パルプは東北地区の生産拠点の被災により操業停止が続いており大

幅な減送となった。自動車部品は部品調達が困難となったこと等による生産中止や減産の影響

により大幅に減送となった。 
 車扱貨物は、セメント・石灰石が前年を上回ったものの、石油が前年を大幅に下回り、全体

では前年比 80.6％となった。石油は仙台・千葉の製油所の被災、線路の不通、さらに価格高騰

等に伴う需要減により大幅に減送となった。なお、被災地向けの臨時石油列車の運転（3/18～
4/19、日本海縦貫線・磐越西線経由）は、東北線の開通以降も引き続き根岸～盛岡タ・郡山間

で行っている。一方、セメント・石灰石は一部荷主の生産工場の統廃合等により増送となった。 
 
２．輸送実績 

（ 単 位 ： 千 ﾄﾝ 、 ％ ）

種 別    前 年 比

扱 別 本 年 実 績 前 年 実 績

コ ン テ ナ 1 ,4 7 2 1 ,8 0 2 8 1 .7 %

車     扱 7 5 9 94 2 8 0 .6 %

月 　 　 計

 
 
３．品目別輸送実績表 

（ 単 位 ： 千 ﾄ ﾝ 、 ％ ）

扱   別 品      目 本 年 実 績 前 年 実 績 増 減 前 年 比

農 産 品 ・ 青 果 物 1 2 0 1 4 1 - 2 1 8 5 .1 %
化 学 工 業 品 1 4 7 1 7 5 - 2 8 8 4 .0 %
化 学 薬 品 1 1 7 1 3 6 - 1 9 8 6 .0 %
食 料 工 業 品 2 7 0 2 9 8 - 2 8 9 0 .6 %
紙 ・ パ ル プ 1 8 1 2 6 5 - 8 4 6 8 .3 %

コ ン テ ナ 他 工 業 品 9 0 1 3 2 - 4 2 6 8 .2 %
積 合 せ 貨 物 1 6 9 1 9 5 - 2 6 8 6 .7 %
自 動 車 部 品 2 9 6 5 - 3 6 4 4 .6 %
家 電 ・ 情 報 機 器 3 1 3 8 - 7 8 1 .6 %
エ コ 関 連 物 資 2 7 2 7 0 1 0 0 .0 %
そ の 他 2 9 1 3 3 1 - 4 0  8 7 .9 %
コ ン テ ナ 計 1 ,4 7 2 1 ,8 0 2 - 3 3 0 8 1 .7 %
石 油 5 0 1 6 4 2 - 1 4 1 7 8 .1 %
セ メ ン ト ・ 石 灰 石 1 2 3 1 1 2 1 1 1 0 9 .5 %

車 　 　 　 扱 車 両 6 9 9 2 - 2 3 7 4 .8 %
そ の 他 6 7 9 6 - 2 9 6 9 .2 %
車 扱 計 7 5 9 9 4 2 - 1 8 3 8 0 .6 %

（ 車 扱 の 品 目 別 輸 送 量 は 社 線 発 送 ト ン 数 も 含 む 数 値 、 本 年 は 速 報 値 、 前 年 は 確 報 値 ）  


